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「ALPS処理水」の海洋放出が
開始されたことは、

福島第一の廃炉をすすめる
ための大きな一歩なのか。
そもそも前進なのか。

国際社会からの批判の声、
それに対する外交努力、
「風評被害」対策としての
多額の出費。それらに
見合ったものなのか。。







「ALPS処理水」は放射能汚染水

東京電力 処理水ポータルサイト ③希釈・放出設備の状況 （2023年9月9日午前8時57分確認）
https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/dischargefacility/



政府計画の海洋放出は30年以上継続する。
トリチウムは25年保管すれば1/4に減衰する。

海洋放出せず、管理・減衰させるのが責任ある対処

東京電力「福島第一原子力発電所における多核種除去設備等処理水の取扱いに関する検討状況について」
2021 年 8 月 25 日 https://www.tepco.co.jp/press/release/2021/pdf3/210825j0102.pdf p.56



デブリ取り出しの
作業がすすむと、
破砕された核燃料
などが汚染水に混
入する。
→ ALPSの負荷増
大、
処理水の状態にも
当然、影響する。

「東京電力ホールディングス(株)福島第一原子力発電所の廃炉のための技術戦略プラン2022について」
https://www.dd.ndf.go.jp/files/user/pdf/strategic-plan/book/20221011_SP2022EM.pdf p.12

デブリ取り出しは技術的にも困難で極めて危険
今後発生する汚染水に、さらに高レベルの放射性物質
が混入する。海洋放出＋デブリ取り出しは最悪の選択



東京電力「汚染水の浄化処理設備で発生する廃棄物の安定化処理の計画」（2020年6月19日）から
https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watermanagement/purification/pdf/waste-index-j_01.pdf

汚染水の処理によって
薄い「処理水」と
放射能が濃縮された
「水処理二次廃棄物」
が発生するのが
「浄化処理」。

ALPSで放射性物質が消滅するわけではない



二次廃棄物の管理・保管も困難な課題

経産省・資源エネルギー
庁ウェブサイト
https://www.enecho.m
eti.go.jp/about/special/
johoteikyo/osensuitaisa
ku_slurry.html から



福島第一原発（1-6号機）
から発生する放射性廃棄物
は、通常の原発1基からの
廃棄物の数百倍という試算

日本原子力学会 福島第一原子力
発電所廃炉検討委員会
『国際標準からみた廃棄物管理
-廃棄物検討分科会中間報告-』
（2020年7月）から

福島第一から発生する膨大な廃棄物
問題の本質はALPS処理水ではない。



汚染水を陸上
保管する場所
はある。
敷地利用の
優先順位が
間違っている。

廃炉・汚染水・処理水対策チーム会合
／事務局会議（第116回）の資料から
https://www.meti.go.jp/earthquake/nucle
ar/decommissioning/committee/osensuit
aisakuteam/2023/07/07/2-3.pdf





原子力市民委員会が提言してきたこと
デブリは空冷化し、取り出すべきではない
汚染水の増加を招いたのは、
政府・東京電力の無策であり、
その責任は極めて重い。
海洋放出すれば良いという
安易な姿勢で汚染水発生抑制
が後回しにされてきた。



原子力市民委員会が提言してきたこと
デブリは空冷化し、取り出すべきではない



原子力市民委員会が提言してきたこと
デブリは空冷化し、取り出すべきではない
福島第一原発の事故
炉を建屋ごと「外構
シールド」でカバー
し、外部への放射能
放出を食い止めるべ
きである。その上で、
数百年の時間軸で、
管理し続けて行くこ
とが、事故を起こし
た日本政府と東京電
力の責任である。



・2013年4月に発足した原子力市民委員会では、発足当初から福島
第一原発の「後始末」を議論の重点としてきた。
・政府・東京電力が30～40年で廃炉完了を目指す「中長期ロード
マップ」は現実とかけ離れたもの。100年以上の隔離保管を前提と
して、根本的に考え直すことが、費用面でも労働者の被ばく抑制
面でも賢明な
対策だと提言
してきた。

原子力市民委員会が提言してきたこと
100年以上隔離保管後の「後始末」



・汚染水は海洋放出ではなく、陸上で責任あるかたちで保管する
べき。大型タンク保管／モルタル固化は技術的に十分可能で確実。
場所は福島第一の敷地を最大限活用。福島第一の廃炉において、
廃棄物をどこで処分するかという問題を先送りにしている。

10万m3原油タンク 米国サバンナリバーのモルタル固化処分

原子力市民委員会が提言してきたこと
汚染水の大型タンク保管／モルタル固化



・政府・東京電力は、デブリ取り出しのための装置・設備の敷地
を確保する必要があり、汚染水タンクを増設することができない
と説明している。
・しかし、デブリ取り出しは技術的に困難であり、仮に、少量の
デブリが取り出せたとしても、全量の取り出しは無理である。
取り出したデブリを、福島第一から運び出し、別の場所で保管・
処分することなど考えられない。デブリは、少なくとも数百年、
現在の位置で、極力安定的に管理し、環境への放射能放出を抑制
するのが現実的である。
・現状、デブリを水で冷却していることが汚染水発生の根源。
デブリの空冷化こそ、政府・東京電力は本気で取り組むべき。

原子力市民委員会が提言してきたこと
デブリは空冷化し、取り出さない


